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問 題 の 所 在
中世の中国において、道教の修行の目的は神仙であった。神仙 とは地球上での神秘的存在の
悟 りと、 この世の身体か ら昇天 した後に天上での地位を得ること、 と言い表せる。この二っの
レヴェルにおいて神仙であるということは、1)こ の世の限界を超越 し、2)儒 教で支配され
た社会で有効な 「徳」 と互恵制の普通のパターンを越え、3)人 間と神または祖先との関係を
規定 した相互性の関係を飛び出すこと、以上の三っを意味した。仙人は、完全に自由で、独立
し、 自らの意志が強 く、束縛、限界、境界がな く、 自分が一人であることを、考えうる限り最
高のあり方 と捉え、誰あるいはどれとも関係を築かない。








急激な変わり目を経 ることなく、純粋で形のない 「道」か らい くっもの変化の中で創造された
世界 とは、各々の力、存在が、 この世の性格をもともと 「道」の一部と認識するとき、あるい
はしなが ら、完全な宇宙を共に構成する多方面の力と存在の、不思議で神秘的な組み合わせと
して、 この世は表れる。世界全体における全てのものと存在の協調というのは所与の前提であ
るが、特定の個人は、 この世の 「道」的性質を多かれ少なかれ認識できる。 ということは、こ
の世の中での 「道」的性質の認識 とは、善の達成と言 うことができるのである。
しか しなが ら、宇宙のこの善は、様々なルールによって表現され、法律やその他の禁則に
よって強制されるような道徳的 「善」 とは、必ず しも同一ではない。宇宙の善は、人間的道徳





して、悟 りに達 した道の修験者、あるいは聖人 は、天 と地のようなもので、あまり仁がなく、
時として人々を手荒 く扱 う。聖人が非道徳的という観念 は、中世の思想家孫綽 も繰 り返 してい
る。孫綽曰く、聖人の行動は宇宙 と同じ状態の時に行われる故、聖人は殺生を行 うかも知れな






りに関する道徳的指針 として表される。道徳 とは、悟 りを開いた道士が具現化する宇宙の調和
の一部であり、 この世における彼の存在は彼を取 りま く生活の道徳的質を増大させる。 とはい
うものの、仙人 はそれ自体道徳のものではない。むしろ、宇宙的存在の自然発生的意味におい
て、人間社会の要求を越えた、「超道徳」である。
これ らを考え併せて、伝統的中国の世界観における道徳の四っの レヴェルを区別 したい。一




次に高次のレヴェルは、私が 「菩薩的道徳」と呼ぶ ものである。このカテゴリーには、何 も

















世界を動かすことになん ら影響を及ぼさず、ただ単に流れに沿 って流れ、彼の経験す る世の中
の内的調和を喜び、その中に完全な自由を見いだす。
ではこれら四っのうち、最後の レヴェルに到達す るために、道教の仙人は三っのレヴェルに
























いやりなどを試 している。高 くそびえ立つ仙人は、自分の所有物に対 して物惜 しみしてはいけ
ない し、社会が認める習慣からも一線を画 していないといけない。また死や脅 し、誘惑に直面
したときの勇気と、弱者のために自らを犠牲にする意志を持たねばならない。 これ らの道徳的









等の病を治 し、悪魔祓いをし、長寿のための知恵を授 け、あるいはこの世により増大 した美の
感覚を足 して、仙人でない人々を助 ける。 これ らの活動 は非常に多 くの話で記録 されている。
例えば 『列仙伝』では、馬師皇として知 られていた人が、広くまた遠 くの動物を治療 し、一度
は天上の龍を激烈な歯痛から救った。 『神仙伝』 では、 壺公と呼ばれた人の話がある。彼は完
全な神仙を達成する試験には失敗 したが、それでも地上では強い悪魔追放者になることはでき
た。彼が行 く先々どこでも、恐い怪獣が震えるゼ リーになって しまった。『神仙伝』 でもうひ
とっ、渡 り職人の左慈は、遠 くの場所からの最 も素晴 らしい食べ物を一瞬のうちに作 ることが
できた。
独特のやり方で人を苦 しみから助け、この世 をもっと楽 しいところにかえながら、仙人は抑





の伝説的伝記に拠れば、すべての道徳と社会的責任を超越 し、もっと楽 しい生 き方を人間に示
しっっ、気まぐれまたは個人的決心と真価の現れとして、普通のまたは菩薩的道徳を実践する。
天上での 「位置」




達成できる人は天上でその名が既に 「登記」されている、と五世紀の 『後聖道君列伝」 は記 し




その他の者 は、背中と胸に星座が記されており、さらに重要なことは、彼 らは 「寛大で他人
と調和 しやすい性格で、他のもの、昆虫や芋虫でさえも大切にする。」「控えめで注意深い性格
で、完璧を真に愛す。」「純粋で明確で、全ての冒とくとは、関わらない。」「生いるもの達 と一













式で、前述と同 じ考えが表されている。六巻十八部から成 る 『奉道科戒』の内、第二巻 に含ま
れる第7部 の標題は 「聖職叙任のための条件」である。本文は、どういった側面 においてどの
ような人が道教の厳 しい修行に入門が許されるか、あるいは許されるべきか、 という、違 った
長さ(5項 目から30項 目)の 七っの リス トから構成 されている。 まず第一に、遺族の生 まれ
であるとか、 道教の実践に情熱的であるとか、12の 好 ましい社会的個人的特徴をあげる。 次
に、誠実で敬虔で、また憎悪やこの世の争いか ら完全に離れた人など、法師に叙任 されるよう
な25の 人のカテゴリーを リストする。 その後、 内容の方針が逆になり、色々な犯罪者、障害
者、 発狂者など10の あってはならない対象 と、 憎悪に満ちて病みっきで道教に対 して否定的
な感情を持っ、法師に叙階されてはならない25の 人のカテゴリーをリストする。




るたあ、従 うべき振る舞いのあり方の五っを リス トする。 ということは、道教の信者は常 に、
道教に献身的で、正直で、高潔で、率直で、全ての行いにおいて徳を実践 し、現在 に留意 して、
自分自身を熟知し、そして全てのことにおいて 「善 と可能性を十分」発揮 し、全ての存在のた
めの利益を守る。
第7部 の最後の三っの リス トは10、25、30項 目から成り、否定的な調子に戻 ってしまう。
そこでは、自己中心的欲求や悪い意味で計算高い考えなど、道教的行為を完全に不可能にして
しまうような条件を第一に記 している。次に、利欲的、 ごまか し、横柄、傲慢など、どのよう





に菩薩的徳を実現 し、思慮深 く、思いや りをもち、寛大で慈悲深 くなるよう勧める。法師にな
るための具体的条件が天上で占める位置の神話的理想 と対応すると同じうして、仙人になる道
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うな黙想と視覚化に入るための、長期の断食 と禁欲修行をふ くむ厳 しい訓練を行 う。天人、仙
人になるということは、道徳も含め、人間であるという全てのことを超越することを意味 した。
しかしながら、 この越えるということは、道徳の過激な否定を意味するのではなく、全ての存
在に対 して利他的で思いや りのある態度をとるこ.とから始まり、全ての道徳的価値を完全 に超
越する所まで行 く、 という変容にむしろ関わって くる。
とはいえ、既に神仙を達成 した仙人の超道徳 は、菩薩的善の側面をまだ一部残 しているし、
『道徳經』 や孫綽によって公式化 された非道徳の極端さにまで及ぶことはない。 宇宙は究極的
には善であり、他者に対 して優越する一人の力として具現化 されることは絶対なく、全ての存
在の流れと一緒に、陽気で朗 らかな自由さのなかにその宇宙は表現される。確かに仙人と非道
徳の聖人 は共に超然 としており宇宙的調和に関 して強い直感力を持っ。 しかし仙人は急進的又
は暴力的に行動できないし、 してはな らない。どちらかというと菩薩の思いやりと寛大さを施
しなが ら、すべての善のために常に動かなければな らないのである。
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